
輪

中

の

災

害

と

治

水

l
l宝
暦
治
水
以
降
の
水
論
に
つ
い
て
ー
ー

伊

藤

男

安

付

は
じ
め
に

木
曾
三
川
の
合
流
す
る
西
濃
平
野
は
古
来
よ
り
洪
水
常
習
地
域
と
し
て
知
ら
れ
て
き
た
、
そ
の
た
め
こ
の
地
方
の
人
々
は
洪
水
へ
の
対

応
と
し
て
、
囲
堤
型
態
1
輪
中
堤

l
(目白
m
F
m
4
2
2
P
}
5
2
F
2
0
0
)
を
築
造
し
て
き
た
。

119 輪中の災害と治水

こ
の
特
異
な
景
観
を
も
っ
輪
中
地
域
の
歴
史
は
治
水
史
そ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
輪
中
治
水
史
の
な
か
で
も
特
筆
さ
る
べ
き
も
の
が
宝

麿
治
水

l
薩
摩
の
御
手
伝
普
請
!
と
明
治
改
修
工
事

l
デ
レ

l
ケ
の
三
川
分
流
ー
で
あ
る
。

な
か
で
も
宝
暦
治
水
は
封
建
時
代
の
圧
政
下
の
哀
史
、
薩
摩
義
士
の
物
語
と
し
て
広
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
宝
暦
治
水

工
事
の
実
際
的
な
効
果
と
な
る
と
、
い
さ
さ
か
疑
問
を
も
た
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
は
洪
水
回
数
を
調
査
し
て
み
る
と
明
白
と
な
り
、
あ
る

地
域
に
よ
っ
て
は
寧
ろ
破
堤
回
数
が
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
を
ど
う
把
え
る
か
、
様
々
な
要
因
の
考
え
ら
れ
る
う
ち
、

こ
の
工
事
が
妥
協
点
に
た
っ
た
治
水
で
あ
る
こ
と
に
起
因
す
る
こ
と
が
多
い
。
即
ち
こ
の
地
方
の
水
害
解
決
は
木
曾
・
畏
良
・
揖
斐
の
三

川
の
合
流
を
、
分
流
す
べ
き
で
あ
る
と
紀
州
流
の
治
水
家
、
井
沢
弥
惣
兵
衛
為
永
が
美
濃
郡
代
兼
帯
を
命
ぜ
ら
れ
享
保
年
聞
に
、
三
川
分
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第1図大樽川洗堰以降の周辺輪中の水論
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A-大樽川洗堰{喰締違切洗洗堰堰 寛宝延4年年 (1751) 
暦4iF-(1754) 

B-松校輪中畑繋堤 文化2年 (1805)

c-島輪中定杭約定 天保2年 (1831)

D-中須輪中納得金約定 安政7年 (1860)

E-堤外地集落移転

F-五六輪中逆水樋門 宝暦7年(1757)

G.-桑原輪中三ツ分御普請 明和5年 (1768)

1-合渡輪中 2-加納輪中 3-五六輪中

4-墨俣輪中 5-大垣輪中 6-森部輪中 d

，7-福束輪中 8-高須輪中

あ~大樽 JII い~長良川

う~揮斐川 え~中須川

お~境 JII か~五六 )11

き~伊自良JII

(伊藤安男原図〉
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流
治
水
工
事
計
画
を
幕
府
に
建
言
し
て
い
る
。
ま
た
延
享
年
聞
に
は
高
須
輪
中
四
十
ケ
村
の
村
々
も
三
川
分
流
の
治
水
工
事
実
施
を
歎
願

し
て
い
る
ハ
1
〉。

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
に
宝
暦
の
御
手
伝
普
請
が
始
ま
る
が
、

当
初
は
井
沢
為
永
の
三
川
分
流
計
画
を
踏
襲

し
よ
う
と
し
た
が
、
輪
中
地
域
特
有
の
複
雑
な
水
論
が
絡
む
利
害
関
係
よ
り
結
果
的
に
は
妥
協
点
に
た
っ
た
治
水
工
事
と
な
っ
て
い
く
の

で
あ
っ
た
、

い
う
な
ら
ば
不
調
和
な
治
水
で
あ
り
様
々
な
マ
イ
ナ
ス
面
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

筆
者
は
こ
の
点
に
焦
点
を
絞
り
宝
暦
治
水
を
再
評
価
し
つ
つ
、
と
く
に
宝
暦
治
水
工
事
の
二
大
事
業
の
ひ
と
つ
、
大
樽
川
洗
堰
以
降
の

長
良
川
流
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
洪
水
災
害
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。
人
聞
に
よ
る
自
然
改
変
(
呂
田
口

B
色
。
。
同

Z
三
号
叩
)
が
、

あ
る
地
域
の
洪
水
被
害
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
不
調
和
な
開
発
と
、
そ
れ
に
伴
う
様
々
な
水
論
と
慣
行
を
歴
史
地
理
学
的
な
面
よ

り
ア
プ
ロ
ー
チ
し
つ
つ
、
現
在
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
あ
り
方
に
資
し
た
い
。

∞ 
大
樽
川
洗
堰
築
造
の
経
韓

福
束
輪
中
と
高
須
輪
中
の
間
を
西
南
流
し
て
長
良
川
よ
り
揖
斐
川
に
流
入
す
る
河
川
、
大
樽
川
は
一
種
の
人
工
河
川
で
あ
る
。
即
ち
木

曾
川
と
長
良
川
の
合
流
し
た
成
戸
(
現
岐
阜
県
海
津
郡
海
津
町
成
一
戸
)
以
北
の
長
良
川
筋
、
具
体
的
に
は
現
在
の
長
良
川
右
岸
の
海
津
郡

平
田
町
勝
賀
・
野
寺
・
野
市
場
・
蛇
池
は
も
っ
と
も
破
堤
入
水
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
例
え
ば
元
和
二
年
(
一
六
二
ハ
)
蛇
池
が
破
堤

入
水
、
同
年
八
月
に
も
再
び
破
堤
、
翌
三
年
に
よ
う
や
く
修
築
す
る
が
周
年
五
月
再
び
破
堤
入
水
す
る
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で

人
々
は
洪
水
調
節
と
し
て
出
水
時
に
長
良
川
の
水
量
を
分
水
さ
せ
る
た
め
、
蛇
池
の
上
流
約
三
粁
の
東
大
薮
〈
現
岐
阜
県
安
八
郡
輪
之
内

町
)
よ
り
長
良
川
を
分
流
し
て
今
尾
(
現
海
津
郡
平
田
町
)
に
て
揖
斐
川
に
注
ぐ
新
規
堀
割
、
大
樽
川
を
元
和
五
年
(
一
六
一
九
)
を
開

さ
く
し
た
ハ
2
u
。



こ
り
大
樽
川
の
開
削
は
長
良
川
筋
の
輪
中
の
村
々
を
洪
水
か
ら
守
る
上
に
大
き
な
福
音
を
も
た
ら
し
た
が
、
反
対
に
揖
斐
川
筋
の
村
々

に
は
逆
に
禍
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
長
良
川
よ
り
揖
斐
川
は
約
二
・
五
米
河
床
が
低
い
た
め
、
出
水
時
に
は
大
樽

川
を
導
水
路
と
し
て
長
良
川
の
水
が
揖
斐
川
に
奔
流
し
、
合
流
点
の
今
尾
以
北
で
は
逆
流
現
象
(
切
開
口
付
君
主
由
同
)

に
よ
る
水
位
の
上
昇

の
た
め
破
堤
入
水
の
水
害
が
激
化
す
る
こ
と
と
な
り
、
輪
中
の
複
雑
な
水
力
学
(
み
ず
り
き
が
く
)
を
み
せ
、
こ
れ
よ
り
障
村
(
さ
わ

り
)
と
益
村
(
え
き
)
と
の
水
論
が
は
て
し
な
く
続
く
の
で
あ
る
。

揖
斐
川
筋
の
福
束
・
多
芸
・
高
須
の
各
輪
中
の
障
り
村
々
は
そ
の
水
害
対
策
と
し
て
、
長
良
川
の
水
が
大
樽
川
に
流
入
す
る
の
を
制
限

す
ベ
く
流
頭
部
に
自
普
請
に
よ
る
喰
違
堰
を
築

4
こ
と
を
笠
松
郡
代
、
多
良
水
行
奉
行
両
役
所
に
願
出
、
寛
延
四
年
(
一
七
五
ご

喰

違
洗
堰
を
構
築
す
る
す
〉
。

さ
ら
に
数
年
後
、

か
の
有
名
な
宝
暦
治
水
の
大
樽
川
の
工
事
と
な
る
が
、
当
初
は
締
切
本
堤
に
す
る
か
、
締
切
洗
堰
に
す
る
か
、
未
決

の
ま
ま
宝
暦
五
年
を
迎
え
る
が
、
長
良
川
筋
の
村
々
よ
り
「
締
切
本
堤
に
す
れ
ば
長
良
川
沿
岸
の
村
々
の
堤
塘
へ
の
水
当
り
強
く
な
り
、

洪
水
の
際
、
堤
防
決
壊
の
患
い
を
免
が
れ
な
い
の
で
、
ぜ
ひ
洗
堰
に
せ
ら
れ
た
し
」
こ
と
を
強
く
願
出
た
こ
と
、
ま
た
「
締
切
本
堤
に
す

輪中の災害と治水

れ
ぽ
洪
水
の
際
維
持
む
つ
か
し
く
」
ハ
4
v
と
洗
堰
施
工
に
評
議
を
決
定
し
普
請
施
行
の
伺
書
を
提
出
し
て
い
る
官
三

こ
の
よ
う
な
経
緯
を
も
っ
て
宝
暦
五
年
こ
七
五
五
)
大
樽
川
の
締
切
洗
堰
(
溢
流
堤
)
が
完
成
す
る
の
で
あ
る
。

同

洗
堰
以
降
の
水
論

123 

洗
堰
築
造
以
降
、
長
良
川
の
常
水
位
が
上
昇
し
、
様
々
な
水
災
が
生
じ
て
く
る
こ
と
は
多
く
の
史
料
に
よ
り
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
た

だ
具
体
的
に
ど
の
程
度
水
位
が
上
昇
し
た
の
か
、
積
極
的
な
資
料
が
な
く
知
る
よ
し
も
な
い
が
、
常
水
位
の
上
昇
を
実
証
す
る
も
の
に
堤
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外
地
集
落
の
移
転
が
あ
る
。

洗
堰
以
前
の
長
良
川
右
岸
の
穂
積
輪
中
の
堤
外
地
に
戸
数
百
戸
ほ
ど
の
渡
津
集
落
、
前
野
村
が
立
地
し
て
い
た
が
、
水
位
上
昇
に
と
も

な
う
水
害
被
害
が
増
大
し
て
い
く
た
め
、
堤
内
に
移
転
を
し
始
め
明
治
初
期
に
は
全
く
消
失
し
て
い
く
例
が
あ
る

(ε。

ま
た
五
六
輪
中
群
で
は
長
良
川
に
流
入
す
る
中
川
・
五
六
川
・
犀
川
の
悪
水
路
が
長
良
川
常
水
位
上
昇
に
よ
る
排
水
能
力
が
低
下
し
た

の
み
な
ら
ず
、
長
良
川
出
水
時
に
は
逆
流
し
て
内
水
氾
濫
す
る
湛
水
災
害
が
常
習
化
し
、
逆
水
樋
門
を
構
築
し
て
災
害
防
禦
す
る
必
要
に

せ
ま
ら
れ
て
く
る
。
ま
た
対
岸
の
桑
原
輪
中
で
は
常
水
位
時
で
も
排
水
能
力
が
低
下
し
、
排
水
路
を
増
設
分
割
す
る
な
ど
周
辺
の
長
良
川

流
域
の
輪
中
に
多
種
多
様
の
水
災
が
惹
起
さ
れ
、
そ
の
水
論
を
め
ん
¥
り
対
立
抗
争
が
続
く
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
洗
堰
築
造
に
と
も
な
う
長
良
川
常
水
位
の
上
昇
は
当
然
支
派
川
に
も
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
。
従
来
完
全
国
堤
の
水
除
堤

(
み
ず
よ
げ
山
を
も
た
な
か
っ
た
村
々
に
も
水
害
被
害
が
増
大
し
、
新
規
に
水
除
堤
を
築
立
る
必
要
に
せ
ま
ら
れ
て
く
る
ι

こ
の
よ
う
な

水
位
上
昇
に
よ
る
災
害
は
内
水
氾
濫
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
当
然
外
水
氾
濫
に
も
大
き
く
結
び
つ
く
の
で
あ
る
。
事
実
洗
堰
築
造
前
後
の

長
良
川
と
揖
斐
川
筋
と
の
洪
水
頻
度
を
比
較
し
て
み
る
と
、
宝
暦
以
前
の
百
年
間
の
両
川
の
洪
水
頻
度
は
共
に
変
ら
ず
平
均
五
年
に
一
回

の
割
合
で
あ
る
が
、
以
降
の
そ
れ
は
揖
斐
川
筋
が
若
干
減
少
す
る
の
に
対
し
、
長
良
川
筋
は
二
年
に
一
回
の
比
率
と
い
う
激
増
は
洗
堰
築

造
に
よ
る
一
影
響
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

)
 
イ(
 
陣
、
益
村
々
論
争

こ
の
洗
堰
の
築
造
に
よ
り
従
来
の
益
村
々
で
あ
っ
た
洗
堰
よ
り
上
流
部
の
長
良
川
筋
の
村
々
は
転
じ
て
障
り
村
々
と
な
り
、

村
々
で
あ
っ
た
揖
斐
川
筋
の
村
，
々
は
障
村
転
じ
て
益
村
と
な
り
、
各
々
の
立
場
が
逆
転
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
こ
に
洗
堰
を
め
ぐ
り
対
立

一
方
障
り

抗
争
す
る
。
即
ち
揖
斐
川
筋
の
益
村
に
と
っ
て
は
洗
堰
の
堰
高
は
よ
り
高
く
あ
'
っ
て
欲
し
い
の
に
対
し
、
障
り
村
々
は
洗
堰
は
よ
り
低
く



あ
っ
て
ほ
し
い
の
み
な
ら
ず
、
取
払
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
、
相
反
す
る
利
害
関
係
が
生
ず
る
。
こ
の
よ
う
な
水
論
が
輪
中
特
有
の
精
神
構

造
|
輪
中
根
性
ー
を
醸
成
す
る
風
土
と
な
る
の
で
あ
る
。

両
者
の
洗
堰
を
め
ぐ
る
水
論
は
天
明
三
年
に
揖
斐
川
筋
の
益
村
に
あ
た
る
福
束
・
多
芸
・
高
須
の
各
輪
中
が
洗
堰
の
嵩
上
げ
を
笠
松
堤

方
役
所
に
願
出
る
や
、
愈
々
激
し
い
論
争
と
な
っ
て
い
く
。
先
ず
天
明
四
年
(
一
七
八
四
)
に
は
墨
俣
・
森
部
・
中
村
・
大
明
神
の
障
り
村

々
の
各
輪
中
は
連
合
し
て
洗
堰
の
取
払
い
を
次
の
ご
と
く
難
願
し
て
い
る
「
薩
州
様
御
手
伝
御
普
請
之
節
長
良
川
通
り
大
樽
川
口
に
而
喰

違
堤
洗
堰
御
普
請
被
為
仰
付
侯
以
後
当
村
は
水
落
悪
敷
相
成
水
損
相
増
一
一
統
及
困
窮
難
儀
迷
惑
仕
侯
付

右
洗
堰
綱
取
払
被
下
置
侯
様
御

願
申
上
度
旨
村
々
百
姓
一
一
統
相
歎
き
申
侯
に
付
村
役
人
の
者
共
折
々
寄
合
相
談
仕
候
:
:
・
:
:
右
洗
堰
の
儀
前
件
申
上
候
通
宝
暦
年
中
薩
州

様
御
手
伝
仰
普
請
被
為
御
付
出
来
仕
候
処
水
下
村
々
よ
り
無
忘
慢
修
覆
等
被
致
丈
夫
に
相
成
剰
喰
違
堰
に
御
座
候
処
築
留
〆
切
に
被
致
侯

に
付
長
良
川
の
出
水
弥
増
水
量
高
く
相
成
川
上
の
村
々
度
々
御
堤
防
切
入
諸
作
皆
無
仕
俣
て
御
年
貢
上
納
も
差
支
勿
論
村
々
多
く
百
姓
必

死
と
困
窮
仕
難
儀
至
極
仕
侯
処
此
上
御
普
請
等
被
為
仰
付
候
て
は
猶
水
損
相
増
当
村
々
の
儀
亡
所
相
成
俣
段
眼
前
に
奉
存
俣
依
之
恐
多
御

輪中の災害と治水

願
に
御
座
候
得
共
今
般
御
普
請
の
儀
者
御
差
留
め
被
下
置
是
迄
水
下
村
々
よ
り
修
覆
被
致
候
分
御
取
払
被
為
仰
付
最
初
通
喰
違
堰
に
被
仰

付
被
下
置
候
様
幾
重
に
も
奉
願
上
候
:
:
:
?
と
。
こ
の
他
美
濃
郡
代
笠
松
陣
屋
堤
方
役
所
官
〉
の
文
書
に
よ
る
代
表
的
な
も
の
一
だ
け
で
も

次
の
ご
と
き
願
出
書
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
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槻
足
近
輪
中
他
よ
り
大
樽
川
洗
堰
之
儀
、
宝
暦
度
有
形
通
三
合
目
余
之
分
御
払
願
(
天
明
四
年
)
川
障
村
よ
り
洗
堰
御
取
払
方
再
願
〈
天
明
四
年
)

防
長
良
川
通
大
薮
村
地
内
大
縛
川
戸
洗
堰
取
払
願
エ
付
見
分
野
帳
(
天
明
五
年
)
判
中
島
羽
栗
厚
見
三
郡
之
内
四
拾
八
ケ
村
よ
り
取
払
願
(
天
明
五

年
)
肘
安
八
郡
之
内
拾
九
ケ
村
よ
り
寛
延
四
年
喰
違
堰
-
一
差
戻
願
(
天
明
五
年
)
制
境
川
附
村
々
大
樽
川
締
切
出
来
後
堤
切
入
書
上
(
天
明
五

年
)
帥
逆
川
附
村
々
締
切
出
来
後
堤
切
入
書
上
(
天
明
五
年

)ω
濃
州
安
八
郡
大
簸
村
地
内
大
樽
川
洗
堰
取
払
願
之
儀
、
吟
味
仕
候
趣
申
上
侯
書

付
(
天
明
六
年
)
制
大
樽
川
洗
堰
差
障
八
拾
壱
ケ
村
願
書
(
締
切
出
来
後
前
ニ
拾
年
取
箇
増
減
締
切
出
来
後
御
堤
切
入
度
数
書
上
)
(
天
明
七
年
)
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こ
の
よ
う
な
障
村
々
の
洗
堰
取
払
い
の
歎
願
に
対
し
、
益
村
々
は
次
の
よ
う
な
差
置
願
を
差
出
し
て
お
り
、
両
者
の
論
争
を
窺
い
知
る

こ
と
が
で
き
る
。

ω伊
尾
川
附
多
芸
今
村
古
官
三
ケ
輪
中
よ
り
洗
堰
差
置
願
(
天
明
五
年
)
制
高
須
領
村
々
よ
り
洗
堰
差
置
願
(
天
明
五
年
)
伺
本
阿
弥
日
原
金
廻

太
田
七
郷
各
輪
中
よ
り
洗
堰
差
置
願
(
天
明
五
年
)
的
高
須
輪
中
之
内
右
河
伊
賀
守
領
知
四
ケ
村
よ
り
洗
堰
差
置
願
(
天
明
五
年
〉
制
高
須
輪
中

之
内
尾
領
村
々
よ
り
洗
堰
差
置
願
(
天
明
五
年
)
。
(
写
真
1
参
照
)

カミ

以
上
述
べ
た
よ
う
に
洗
堰
築
造
以
降
、
そ
の
堰
を
め
ぐ
り
輪
中
群
と
輪
中
群
、

い
う
な
ら
ば
益
村
々
と
障
村
々
と
が
対
立
抗
争
す
る

一
方
畏
良
川
の
常
水
位
が
上
昇
し
た
た
各
め
支
派
川
に
逆
流
現
象
が
生
じ
、
水
害
被
害
が
増
大
し
て
き
た
た
め
新
し
く
水
除
堤
の
輪

中
堤
を
築
立
て
る
必
要
に
せ
ま
ら
れ
る
村
々
|
新
輪
中

l
が
既
成
の
旧
輪
中
と
対
立
抗
争
す
る
例
を
挙
げ
、

:先fI益村障村色分絵図

天明年間岐阜県立図書館蔵

写真1

一
洗
堰
の
築
造
が
上
流
部
の

地
域
に
ど
の
よ
う
な
災
害
を
も
た
ら
し
、
そ
し
て
そ

の
水
論
を
め
ぐ
り
如
何
な
る
抗
争
を
展
開
す
る
か
を

述
べ
て
み
よ
う
c

同
畑
繋
論
争
と
松
枝
輪
中
の
成
立

羽
島
市
西
小
熊
近
傍
に
て
長
良
川
左
岸
に
流
入
す

廻E時るる
与代 。境
堤Zのそ川
|天のは
で明境
は年川旧
な聞の木
くま中曾
上で流川
流は部の
部宗に流
よ全あ路
、り囲ると
の堤松し
溢の枝て
水輪輪知
の中中ら
み堤はれ
を|江て
防懸存戸い



禦
す
る
た
め
の
水
除
堤
の
み
も
つ
尻
無
堤
(
馬
蹄
形
輪
中
、
不
完
全
輪
中
)
で
あ
っ
た
。

そ
れ
が
洗
堰
築
造
以
降
、
長
良
川
の
常
水
位
が
上
昇
し
た
た
め
境
川
の
水
行
が
悪
く
な
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
長
良
川
出
水
時
に
は
逆
水

が
境
川
上
流
部
の
笠
松
附
近
に
ま
で
お
よ
ぶ
よ
う
に
な
り
、
こ
こ
松
枝
輪
中
も
無
堤
地
よ
り
逆
水
が
流
入
し
湛
水
災
害
が
生
じ
、
年
々
水

、

腐
場
と
な
り
被
害
が
増
大
し
て
き
た
た
め
、
新
た
に
そ
の
無
堤
地
に
逆
水
防
禦
の
水
除
堤
・
境
川
受
堤
を
築
立
る
べ
く
明
和
四
年
(
一
七

六
七
)
次
の
よ
う
に
願
出
る
。

右
村
々
境
ニ
御
座
候
境
川
通
之
儀
出
水
毎
-
一
回
畑
之
押
上
夏
作
秋
作
共
年
々
水
下
に
相
成
作
方
損
毛
仕
居
村
迄
も
水
押
上
侯
付
百
姓
甚
困
窮
仕
侯

右
川
通
上
下
村
々
共
川
除
堤
等
丈
夫
御
座
候
処
右
村
々
の
儀
右
川
通
御
堤
無
御
座
侯
付
本
田
場
一
一
御
座
候
得
共
出
水
毎
御
田
地
之
水
押
上
田
畑
共
年
々

流
作
相
成
候
付
御
百
姓
必
死
と
困
窮
仕
甚
難
儀
至
極
ニ
奉
存
侯
乍
恐
右
之
段
御
勘
弁
被
下
置
御
見
分
之
上
右
川
通
御
堤
掛
廻
之
小
堤
被
為
仰
付
被

下
置
候
様
奉
願
上
候
・
・
・
・
・
・
(

9

)

明
和
四
年
亥
六
月
。

こ
の
新
規
逆
水
除
堤
築
立
の
願
出
は
既
成
の
旧
輪
中
、
具
体
的
に
は
障
村
々
、
加
納
輪
中
の
反
対
の
た
め
吟
味
差
止
め
と
な
る
の
で
あ

る
。
運
命
共
同
体
と
も
い
う
べ
き
輪
中
は
周
辺
の
輪
中
と
は
全
く
利
害
が
相
反
す
る
た
め
対
立
抗
争
す
る
場
合
が
多
い
。
と
く
に
既
成

輪中の災害と治水

の
輪
中
に
と
っ
て
は
新
ら
た
に
周
辺
に
輪
中
が
開
発
さ
れ
る
こ
と
は
、
遊
水
池
的
機
能
を
有
す
る
土
地
空
間
が
縮
小
さ
れ
、
河
川
の
常
水

位
を
上
昇
さ
せ
洪
水
多
発
の
要
因
と
な
る
た
め
、
水
論
を
め
ぐ
り
激
し
く
永
い
灰
色
の
抗
争
史
の
上
、
新
輪
中
が
成
立
す
る
場
合
が
多

いハ
m
y

こ
こ
松
枝
輪
中
に
も
同
様
な
抗
争
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
、
吟
味
差
止
め
と
な
っ
て
十
数
年
後
、
度
重
な
る
水
害
に
住
民
は
遂
に
耐
え

か
ね
て
無
願
工
事
を
強
行
す
る
こ
と
と
な
る
。
即
ち
天
明
三
年
二
七
八
三
)
柳
津
・
舟
原
・
北
宿
三
ケ
村
の
無
堤
地
に
逆
水
水
除
堤
を
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築
立
る
が
、
再
び
加
納
領
二
ハ
ケ
村
の
障
り
村
々
、
加
納
輪
中
の
強
い
反
対
に
あ
う
。
こ
の
論
争
に
対
し
、
松
枝
輪
中
で
は
新
規
水
除
堤
で
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は
な
く
高
畑
と
高
畑
と
の
間
に
あ
る
水
田
を
埋
立
て
畑
に
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
強
く
主
張
す
る
。
新
規
に
水
除
堤
を
築
立
る
の
に
既
成
の

周
辺
の
輪
中
が
反
対
す
る
抗
争
に
際
し
、
新
し
い
小
輪
中
が
新
規
小
除
堤
で
は
な
く
、
重
田
に
す
ぎ
な
い
、
或
い
は
高
畑
を
つ
な
い
だ
の

だ
と
い
う
論
争
は
他
の
輪
中
に
も
み
ら
れ
る
論
争
で
あ
っ
た
(
巴
。

ま
た
水
除
堤
築
立
に
高
畑
を
利
用
し
た
こ
と
は
輪
中
堤
の
形
成
が
自

然
堤
防
を
利
用
し
て
築
立
た
こ
と
を
も
実
証
し
て
い
る
。

は
た
つ
な
曹

天
朋
三
年
の
無
願
工
事
は
障
り
村
々
の
加
納
輪
中
と
の
聞
に
「
畑
繋
」
論
争
を
繰
り
返
す
が
、
結
果
的
に
は
見
分
取
払
い
と
な
っ
た

上
、
四

λ
の
牢
犠
牲
者
ま
で
だ
す
に
い
た
る
。
し
か
し
そ
れ
で
も
な
お
文
化
二
年
(
一
八

O
五
)
再
び
無
願
工
事
を
断
乎
強
行
す
る
の
で

あ
る
。
こ
こ
に
輪
中
の
人
々
の
水
に
対
す
る
血
涙
の
悲
願
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
勿
論
こ
の
新
規
水
除
堤
も
対
岸
の
障
り
村
々
、
加
納

輪
中
の
笠
松
堤
方
役
所
へ
の
訴
出
に
よ
り
見
分
取
払
い
を
命
ぜ
ら
れ
る
が
、
柳
津
の
人
々
は
畑
繋
堤
に
す
、
ぎ
な
い
と
主
張
し
、
直
ち
に
取

払
う
こ
と
な
く
再
度
築
立
願
を
出
し
、
次
の
よ
う
な
悲
痛
な
訴
え
を
し
て
い
る
。

長
良
川
通
追
身
川
底
高
グ
相
成
大
樽
川
〆
切
以
来
出
水
之
度
毎
ニ
私
共
村
々
え
逆
水
盛
上
年
々
田
畑
水
損
仕
就
中
加
納
輪
中
堤
御
定
尺
通

よ
り
自
普
請
に
て
大
造
ニ
被
築
立
候
-
一
付
柳
津
北
宿
北
船
原
三
郷
村
・

7
え
水
例
当
テ
田
畑
損
毛
所
多
:
:
:
亡
所
ハ
勿
論
銘
々
家
居
迄
逆
水

深
盛
上
節
々
二
階
住
居
仕
高
地
之
場
所
へ
も
難
逃
去
乍
居
溺
死
当
然
-
一
て
何
共
歎
敷
奉
存
候
問
:
:
:
御
哀
憐
御
厚
情
以
右
願
之
通
逆
水

除
御
普
請
被
成
下
置
侯
・

-----GVと。

と
の
よ
う
な
水
論
の
さ
な
か
に
酒
井
七
右
衛
門
が
川
並
奉
行
兼
北
方
代
官
に
任
ぜ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
松
枝
輪
中
と
加
納
輪
中
と
の
対

立
抗
争
に
終
止
符
を
う
つ
時
が
く
る
。
酒
井
代
官
は
堤
方
役
所
と
障
り
村
と
の
聞
に
た
ち
慎
重
か
つ
献
身
的
な
態
度
に
よ
り
取
殴
人
を
λ

れ
、
七
年
呂
の
文
化
八
年
こ
八
一
一
)
に
双
方
熟
談
和
解
し
、
松
枝
輪
中
が
よ
う
や
く
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
酒
井
代
官
は
七
三
歳
で

そ
の
生
涯
を
任
所
で
終
え
る
が
、
人
々
は
松
枝
輪
中
・
畑
繋
堤
の
思
人
と
し
て
遺
骨
を
乞
い
門
間
(
羽
島
市
門
間
)

の
慈
眼
寺
を
墓
所
と

し
、
ま
た
明
治
三
十
一
年
、
畑
繋
堤
上
に
畑
繋
太
神
宮
を
建
立
奉
把
し
、
今
も
羽
島
高
校
柳
津
分
校
横
に
輪
中
奉
幣
社
と
し
て
あ
る
(
写



輪中の災害と治水

付
島
輪
中
の
成
立
と
定
杭
論
争

洗
堰
の
築
造
以
降
、
長
良
川
の
水
位
が
上
昇
し
た
結
果
、
支
派
川
の
境
川
上
流
部
に
ま
で
水
害
が
生
ず
る
よ
う
に
な
り
、
新
た
に
逆
水

写真2 畑繋太神宮

一畑繋論争のあった堤上に酒井代官を奉砲

した神社ー (昭50.2伊藤安男撮影)

真
2
参
照
)
。
し
か
し
当
時
の
畑
繋
堤
も
そ
の
後
の
河
川
改
修
工
事
に
よ
り
姿
を
か

ぇ
、
わ
ず
か
に
所
々
残
る
竹
林
の
防
水
林
が
当
時
を
し
の
ば
せ
て
い
る
。
な
お
酒
井

代
官
の
人
と
な
り
に
つ
い
て
次
の
語
を
引
用
し
て
こ
の
項
を
終
り
た
い
。

「
天
の
物

を
愛
す
る
や
一
視
同
仁
、
独
り
加
納
領
の
民
の
み
天
下
の
民
に
し
て
そ
の
他
は
天
下

の
民
に
非
ざ
る
の
理
な
し
」

3
1

八
松
校
輪
中
成
立
の
経
緯
V

村
明
和
四
年
(
一
七
六
七
)
逆
水
水
除
堤
築
立
願
↑
↓
障
り
村
々
(
吟
味
差
止
)

同
門
天
明
三
年
(
一
七
八
三
)
逆
水
水
除
堤
無
願
築
立
↑
↓
障
り
村
々
(
見
分
取
払
)

八
入
獄
犠
牲
者
V

伸
文
化
二
年
(
一
八

O
五
)
逆
水
水
除
堤
無
願
築
立
↑
↓
障
り
村
々

北
方
代
官
酒
井
七
右
衛
門
↑
再
度
築
立
願
↑
(
見
分
取
払
)

伸
文
化
八
年
(
一
八
一
一
)
人
松
枝
輪
中
成
立
V
「
畑
繋
太
神
宮
」
に
酒
井
代
官
を
奉
記

(
明
治
三
十
一
年
)

水
除
堤
築
立
の
必
要
に
せ
ま
ら
れ
、
周
辺
輪
中
と
の
対
立
抗
争
の
上
よ
う
や
く
松
枝
輪
中
が
成
立
す
る
が
、
長
良
川
本
流
で
は
ど
の
流
域

ま
で
洗
堰
の
影
響
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
の
影
響
を
示
唆
す
る
も
の
に
島
輪
中
の
成
立
が
あ
る
。

129 

長
良
川
と
伊
自
良
川
の
合
流
点
に
あ
る
島
輪
中
は
則
武
輪
中
と
と
も
に
輪
中
地
域
の
最
北
部
に
分
布
す
る
輪
中
で
あ
る
。
こ
の
島
輪

輪
中
堤

中
は
前
述
の
松
枝
輪
中
と
同
様
に
上
流
部
よ
り
の
氾
濫
水
か
ら
防
禦
す
る
た
め
の
水
除
堤
の
み
を
有
す
る
尻
無
堤
で
あ
っ
た
。
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(対日ロ
m

F目
42)
の
成
立
過
程
を
み
る
と
、

っ
き
ず

τ

初
期
の
段
階
で
は
上
流
部
に
対
し
て
の
み
の
尻
無
堤
の
築
捨
で
あ
り
、
そ
の
後
に
下
流
部

よ
り
の
逆
水
堤
、
或
い
は
潮
除
堤
を
築
立
て
囲
堤
型
態
の
懸
廻
堤
、
即
ち
輪
中
堤
が
形
成
さ
れ
て
い
く
。
し
か
し
、
扇
状
地
地
形
に
立
地

す
る
も
の
や
、
輪
中
地
域
の
上
流
部
に
立
地
す
る
輪
中
は
比
較
的
遅
く
ま
で
尻
無
堤
の
段
階
に
あ
っ
た
も
の
が
多
い
、
例
え
ば
牧
田
川
流

お
お
っ
か

域
の
輪
中
地
域
最
西
端
に
立
地
す
る
大
墳
輪
中
の
ご
と
き
は
大
正
の
河
川
改
修
工
事
ま
で
不
完
全
な
輪
中
で
あ
っ
た

2
1
ま
た
木
曾
三

川
の
輪
中
地
域
以
外
の
洪
水
常
習
地
域
に
み
ら
れ
る
輪
中
堤
に
も
こ
の
傾
向
が
あ
る
。
三
重
県
櫛
田
川
の
河
間
に
あ
る
松
名
瀬
の
中
村
部

落
及
び
紀
ノ
川
の
中
洲
部
落
は
現
在
完
全
囲
堤
の
輪
中
堤
に
よ
っ
て
防
禦
さ
れ
て
い
る
が
、
前
者
は
昭
和
の
改
修
工
事
、
後
者
は
大
正
の

そ
れ
ま
で
尻
無
堤
の
段
階
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
自
三

島
輪
中
の
場
合
も
江
戸
時
代
の
天
保
年
間
ま
で
は
下
流
部
の
伊
自
良
川
と
長
良
川
の
合
流
す
る
且
島
・
中
島
・
北
島
・
西
島
・
菅
生
の

村
々
は
無
堤
地
で
あ
っ
た
、
し
か
し
下
流
部
の
無
堤
地
よ
り
次
第
に
逆
水
が
浸
水
す
る
よ
う
に
な
り
、
遂
に
天
保
元
年
十
月
(
一
八
三

O
)

新
規
に
水
除
堤
を
築
立
る
が
対
岸
の
黒
野
・
木
田
・
尻
毛
・
又
丸
な
ど
の
十
三
ケ
村
が
無
願
工
事
で
あ
る
と
障
り
を
申
立
、
結
局
翌
二
年

二
月
に
見
分
取
払
を
仰
せ
付
せ
ら
れ
る
。
が
再
び
翌
三
月
に
無
願
工
事
を
強
行
し
た
の
で
訴
訟
と
な
り
、
結
果
利
害
の
ま
っ
た
く
な
い
輪

中
地
域
以
外
の
各
務
郡
前
野
村
の
庄
屋
な
ど
を
取
陵
人
と
し
て
熟
談
和
解
す
る
が
、
そ
の
和
解
の
条
件
と
な
る
の
が
定
杭
約
定
と
次
の
項

で
述
べ
る
納
得
金
約
定
で
あ
る
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
新
ら
し
い
輪
中
を
開
発
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
既
成
輪
中
に
対
し
新
成
輪
中
の
村
々
は
一
種
の
経
済
的
補
償
と

も
い
う
べ
き
納
得
金
約
定
と
し
て
納
得
金
を
差
出
し
熟
談
和
解
す
る
例
が
多
い
、

し
か
し
そ
の
後
も
新
成
輪
中
の
水
除
堤
の
堤
高
を
め
ぐ

り
紛
争
が
続
く
。
そ
れ
は
高
位
部
(
上
郷
)
或
い
は
対
岸
の
輪
中
に
と
っ
て
は
低
位
部
に
あ
る
輪
中
の
水
除
堤
の
堤
高
は
、

よ
り
低
く
あ

っ
て
ほ
し
い
の
に
対
し
低
位
部
の
輪
中
は
水
防
上
、
堤
高
は
よ
り
高
く
強
固
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
こ
の
相
反
す
る
利
害
か
ら
両
者
の
聞
に



堤
高
を
め
ぐ
っ
て
、

ひ
そ
か
に
嵩
上
げ
、
削
下
げ
が
行
な
わ
れ
紛
争
が
絶
え
間
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
和
解
妥
協
調
停
策
と
し
て
両
者
立
会

の
も
と
に
堤
高
を
定
め
、
そ
の
約
定
基
準
高
を
計
測
す
る
物
証
と
し
て
「
定
杭
」
を
打
建
て
る
定
杭
約
定
の
慣
行
が
あ
る
詰
〉
O

島
輪
中
の
場
合
も
次
の
よ
う
な
約
定
を
双
方
の
聞
に
取
交
わ
し
て
い
る
。

一
、
今
般
新
規
築
立
候
分
ハ
、
百
間
目
ニ
槍
五
寸
角
一
本
宛
定
杭
打
置
可
申
候
、
右
定
杭
畑
面
ヨ
リ
寸
尺
記
シ
置
、
:
:
:
但
定
杭
之
義
五
ヶ
年
目
、

訴
答
立
合
打
替
可
申
事
、
一
、
毎
年
三
月
中
取
殴
人
立
会
定
杭
見
廻
り
相
改
、
其
訴
訟
方
為
惣
代
壱
人
罷
出
可
申
事
:
:
:
定
杭
覚
且
島
村
地
内
北
ヨ

リ

壱

番

、

畑

面

ヨ

リ

高

一

尺

一

寸

、

弐

番

同

高

三

尺

七

寸

菅

生

村

地

内

拾

八

番

同

高

三

尺

右

之

通

定

杭

寸

尺

立

会
相
改
相
違
無
御
座
候
、

天
保
二
卯
年
十
一
月
(
目
。

こ
の
文
書
に
よ
る
と
、
島
輪
中
の
定
杭
形
式
は
堤
横
に
堤
高
と
同
じ
高
さ
の
定
杭
を
打
建
て
る
も
の
を
、
約
一
八

O
米
間
隔
に
て
十
八

五
年
回
毎
に
打
替
、
ま
た
毎
年
三
月
に
は
双
方
立
合
い
の
も
と
に
見
廻
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
定
杭
約
定
が
な
さ

れ
て
も
、
な
お
そ
の
堤
高
を
め
ぐ
り
論
争
は
断
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

本
を
打
、

輪中の災害と治水

中
須
輪
中
の
成
立
と
納
得
金
約
定

長
良
川
と
揖
斐
川
の
河
間
に
あ
る
森
部
輪
中
群
の
小
輪
中
、
北
今
ケ
淵
・
大
明
神
・
中
須
の
各
輪
中
も
宝
暦
年
閉
ま
で
は
懸
廻
堤
の
囲

(斗

堤
型
態
を
も
た
な
い
築
捨
の
段
階
、
即
ち
馬
蹄
型
輪
中
で
あ
っ
た
。
し
か
し
洗
堰
以
降
こ
の
小
輪
中
群
も
長
良
川
の
水
位
上
昇
に
よ
り
出

水
時
に
は
網
流
小
河
川
、
中
須
川
の
溢
流
に
よ
り
次
第
に
完
全
囲
堤
の
水
除
堤
築
立
の
必
要
に
せ
ま
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
中
須
輪
中
で
は
文
化
年
間
頃
よ
り
道
普
請
或
い
は
重
畑
の
名
目
の
も
と
に
南
部
の
空
白
部
に
水
除
堤
を
築
立
て
囲
堤
と
し
た

が
、
隣
接
す
る
森
部
輪
中
及
び
北
今
ケ
淵
村
・
大
明
神
村
な
ど
が
障
り
あ
り
と
し
て
水
論
を
め
ぐ
り
抗
争
す
る
。

131 

こ
の
論
争
の
熟
談
和
解
策
と
し
て
納
得
金
約
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。
納
得
金
は
一
種
の
経
済
的
補
償
で
あ
り
、
新
規
に
水
除
堤
を
築
立
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て
る
村
々
は
相
手
方
の
障
り
村
々
に
堤
防
丈
夫
附
と
か
、
樋
門
改
修
費
と
か
の
名
目
で
支
払
う
も
の
で
あ
り

ax宝
暦
以
降
成
立
す
る
輪

中
の
多
く
は
納
得
金
約
定
と
と
も
に
前
述
の
定
杭
約
定
と
い
う
制
約
さ
れ
た
条
件
下
に
開
発
成
立
し
て
い
る
。

中
須
輪
中
と
周
辺
の
障
り
村
々
と
の
論
争
は
四
十
数
年
経
過
し
た
安
政
年
間
に
よ
う
や
く
和
解
し
た
こ
と
が
次
の
文
書
に
よ
り
知
る
こ

と
が
で
き
る
。

熟
談
和
融
一
札
之
事
大
垣
御
預
所
安
八
郡
中
須
村
ノ
儀
:
:
:
川
除
御
堤
南
ノ
方
ハ
自
普
堤
ニ
有
之
右
自
普
請
所
ノ
儀
ハ
尾
州
御
領
森
部
輪
中
ヨ

リ
先
年
差
障
り
中
須
村
勝
手
僅
ニ
普
請
不
相
成
候
場
所
-
一
有
之
右
-
一
付
去
ル
未
年
各
方
御
立
入
御
挨
拶
有
之
悪
水
路
江
通
り
儀
-
一
付
大
野
村
ヨ
リ
先
年

故
障
出
来
入
一
一
件
事
済
ト
相
成
:
:
:
中
須
村
自
品
目
詰
所
高
低
亦
ハ
丈
夫
不
丈
夫
之
訳
ニ
テ
森
部
輪
中
御
堤
並
ニ
リ
外
畑
等
江
差
障
侯
儀
ニ
ハ
無
之
:
;
:

今
般
熟
談
之
上
中
須
村
自
普
請
所
同
所
南
堤
-
一
如
何
体
普
請
出
来
候
共
森
部
輪
中
村
々
始
メ
北
今
ケ
淵
大
明
神
中
村
-
一
於
テ
柳
故
障
り
之
儀
無
之
侯
間

中
須
村
南
ノ
方
自
普
請
堤
東
西
三
百
三
十
間
ノ
場
所
差
障
無
之
段
川
方
御
役
所
-
二
同
ヨ
リ
御
届
可
奉
申
上
侯
為
後
証
双
方
連
印
之
熟
談
和
融
之

一
札
如
件
安
政
七
申
年
一
一
一
月
。

そ
し
て
障
り
村
々
の
請
取
証
に
よ
る
と

納
得
金
請
取
証
一
金
参
拾
両
也
右
者
森
部
輪
中
並
大
明
神
村
北
今
ケ
淵
ヨ
リ
中
須
村
一
村
輪
堤
通
修
覆
ニ
付
気
前
行
違
差
繰
候
処
別
紙
済

口
本
証
文
之
通
今
後
惣
方
融
合
熟
談
事
済
仕
則
書
面
之
納
得
金
不
残
槌
-
一
請
取
申
候
以
上

と
あ
る

au。

ま
た
前
述
の
島
輪
中
で
も
納
得
金
約
定
と
定
杭
約
定
と
が
な
さ
れ
て
い
る
。
即
ち

一
当
三
月
中
築
立
候
分
ハ
早
々
元
形
-
一
取
除
可
申
筈
之
処
相
手
村
々
打
続
水
難
ニ
テ
村
相
続
ニ
モ
可
拘
難
渋
故
障
村
々
江
勘
弁
筋
相
頼
訴

訟
方
村
々
迫
モ
同
様
難
渋
之
処
今
般
小
土
手
出
来
候
上
ハ
難
渋
弥
増
相
成
侯
-
一
付
畢
党
水
難
凌
方
普
請
モ
御
願
申
度
侯
-
一
付
其
手
当
取
慶
之
趣
意

ト
シ
テ
金
百
五
拾
両
相
手
五
ケ
村
ヨ
リ
障
リ
村
々
江
為
差
出
当
三
月
中
築
立
候
分
ハ
其
億
-
一
差
置
グ
筈
勘
弁
イ
タ
シ
然
ル
上
ハ
未
来
上
置
等
ハ

勿
論
勝
手
ケ
間
敷
義
ハ
決
テ
仕
間
敷
事

auo



と
新
規
水
除
堤
は
そ
の
ま
ま
差
置
く
代
り
、
障
り
村
々
に
あ
た
る
対
岸
の
伊
自
良
川
右
岸
堤
の
堤
防
丈
夫
附
即
ち
堤
防
補
強
費
と
し
て
百

五
十
両
を
島
輪
中
の
且
島
・
中
島
・
北
島
・
西
島
・
菅
生
の
五
ケ
村
が
差
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
和
解
し
て
い
る
。

(ホ)

桑
原
輪
中
コ
マ
分
御
普
請
と
江
代
米

大
樽
川
洗
堰
築
造
以
降
の
長
良
川
の
水
位
上
昇
は
長
良
川
本
川
の
上
流
部
は
い
う
ま
で
も
な
く
支
派
川
に
ま
で
大
き
な
影
響
を
与
え
、

多
く
の
輪
中
が
周
辺
輪
中
と
杭
争
を
展
開
し
つ
つ
開
発
さ
れ
て
い
っ
た
過
程
は
既
に
述
べ
た
が
、
ま
た
こ
の
水
位
の
上
昇
は
流
域
輪
中
の

自
然
排
水
に
大
き
な
阻
害
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
例
を
二
、
三
の
輪
中
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

桑
原
輪
中
は
大
樽
川
洗
堰
の
対
岸
に
あ
た
り
、
東
に
木
曾
川
、
西
に
長
良
川
の
河
間
に
あ
る
大
き
な
輪
中
で
あ
る
。
こ
の
輪
中
に
と
っ

て
は
洗
堰
に
よ
る
水
位
の
上
昇
は
最
も
大
き
な
影
響
を
う
け
る
こ
と
に
な
り
、
す
で
に
宝
暦
以
前
の
寛
延
四
年
二
七
五
一
)

の
喰
違
洗

堰
築
造
に
よ
っ
て
す
ら
水
位
上
昇
に
よ
り
排
水
樋
門
が
開
ら
か
な
く
な
り
内
水
氾
濫
に
よ
る
湛
水
災
害
が
生
じ
亡
所
田
が
で
る
状
態
で
あ

り
、
こ
の
上
締
切
洗
壊
と
な
っ
て
は
と
、
再
三
懇
願
し
て
い
る
。
例
え
ば

輪中の災害と治水

濃
州
長
良
川
通
大
簸
村
と
勝
村
之
間
四
年
以
前
新
規
自
普
請
喰
違
堰
被
仰
付
侯
而
悉
当
輪
中
ニ
相
障
申
候
処
-
一
此
度
西
輪
中
よ
り
〆
切
之
御
願
被
致

候
ニ
付
御
見
分
被
遊
右
〆
切
に
相
成
候
而
は
当
輪
中
之
儀
は
喰
違
堰
-
一
而
さ
へ
大
分
之
相
陣
-
一
罷
成
侯
処
-
一
猶
又
〆
切
被
仰
付
候
は
ば
私
共
村
・
4

百
姓

退
転
之
基
ニ
罷
成
難
儀
至
極
ニ
奉
存
候
何
卒
右
二
筋
等
分
ニ
相
分
侯
様
ニ
御
慈
悲
之
御
勘
弁
を
以
て
被
為
仰
付
被
下
置
侯
様
奉
願
上
候
・
:
:
・
宝
暦
四
年

成
六
月
」
と
、
ま
た
「
濃
州
壱
国
之
大
河
長
良
川
之
儀
大
簸
町
前
日
一
而
二
筋
一
一
別
れ
流
水
致
来
候
処
去
ル
午
年
新
規
自
普
請
ニ
長
良
川
喰
違
堰
相
願
侯

ニ
付
右
普
請
出
来
仕
候
而
者
横
江
川
常
水
彩
敷
盛
上
ケ
玖
戸
開
不
仕
内
溜
水
附
湛
御
田
地
亡
所
同
様
-
一
相
成
侯
儀
眼
前
之
難
儀
歎
敷
奉
存
度
々
御
江
戸

表
迄
右
之
趣
御
訴
詔
申
上
候
処
流
水
等
分
-
一
栢
別
し
候
自
普
誇
之
由
先
達
市
被
仰
渡
侯
場
所
之
由
御
奉
行
様
-
一
而
も
被
関
侯
然
共
去
年
修
覆
仕
侯
-
一
付

五
月
よ
り
七
月
中
匂
迄
五
拾
三
日
之
内
玖
戸
関
不
仕
田
畑
皆
水
損
仕
侯
違
堰
ニ
出
来
仕
侯
而
さ
へ
右
体
一
一
難
儀
仕
候
一
二
向
〆
切
-
一
相
成
侯
而
は
御
困

地
ハ
永
ク
亡
所
-
一
相
成
御
百
姓
住
居
も
決
而
不
相
成
村
退
転
仕
儀
無
際
限
難
儀
目
前
之
儀
重
均
一
迷
惑
至
極
-
一
奉
存
侯
宝
暦
四
年
成
六
月
(
巴
。

と
現
状
を
訴
出
。
そ
し
て
万
一
大
樽
川
を
締
切
洗
堰
に
す
る
場
合
に
は
桑
原
輪
中
の
悪
水
落
(
排
水
路
)
を
三
分
し
て
新
し
く
玖
樋
を
増

133 
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設
し
て
欲
し
い
、
所
謂
桑
原
輪
中
三
ッ
分
普
請
を
次
の
よ
う
に
願
出
て
い
る
。

万
一
大
樽
川
匂
♂
切
に
も
相
成
指
蕎
は
私
共
輪
中
之
儀
は
亡
所
仕
侯
程
之
難
儀
ニ
罷
成
候
ニ
付
翌
日
請
御
願
之
趣
左
に
申
立
候
一
竹
ケ
鼻
浅

平
村
本
郷
村
舟
橋
村
平
方
村
悪
水
は
江
吉
良
村
よ
り
堀
津
村
郷
境
ニ
小
堤
を
築
平
方
村
-
一
円
以
樋
を
伏
込
長
良
川
江
落
シ
侯
様
に
奉
願
上
侯
一
沖

村
中
村
長
関
村
江
吉
良
村
堀
津
村
一
色
村
右
六
ケ
村
悪
水
は
堀
津
村
-
一
増
玖
壱
般
被
付
蒲
池
玖
所
迄
築
廻
相
成
壱
ケ
村
限
ニ
小
堤
を
築
小
樋
を
伏
込
悪

水
落
侯
様
-
一
奉
願
上
候
一
、
午
北
新
田
石
田
村
八
神
村
東
方
村
一
ノ
校
村
城
屋
敷
村
右
六
ケ
村
之
悪
水
は
午
北
新
田
よ
り
東
方
村
-
一
小
堤
を
築
蒲

池
ニ
増
玖
壱
般
被
仰
付
侯
荷
大
須
村
玖
所
迄
築
廻
相
成
落
侯
様
-
一
奉
願
上
侯
右
之
通
〆
切
大
益
ニ
相
成
申
候
而
喰
違
樋
御
〆
切
-
一
も
被
仰
付
候
御

儀
エ
御
座
侯
ハ
ハ
輪
中
三
ツ
分
-
一
一
被
成
悪
水
落
侯
様
ニ
奉
願
上
候
:
:
:
宝
麿
四
年
成
七
月
沖
村
中
村
長
間
村
江
吉
良
村
堀
津
村
午
北
新
田

石
田
村
八
神
村
市
ノ
校
村
東
方
村
。

こ
の
願
出
を
吟
味
の
上
、
前
記
の
障
り
村
々
へ
は
江
代
米
を
交
付
し
て
悪
水
路
を
堀
下
げ
、
小
薮
村
へ
は
江
潰
代
米
を
支
給
、

か
つ
堀

上
回
普
請
施
行
を
申
渡
し
て
こ
れ
に
同
意
さ
せ
て
、
洗
堰
築
造
を
施
行
し
た
の
で
あ
る
。

一
方
洗
堰
築
造
に
よ
り
利
益
を
う
け
る
揖
斐
川

筋
の
百
十
八
ケ
村
の
益
村
々
は
、
桑
原
輪
中
の
障
り
村
々
に
対
し
江
代
米
・
江
潰
米
と
い
う
一
種
の
経
済
的
補
償
と
し
て
年
々
二
百
七
十

七
石
余
を
上
納
す
る
こ
と
と
な
る
ハ
8
0
そ
し
て
桑
原
輪
中
を
上
・
中
・
下
の
三
に
組
分
割
し
て
水
量
に
応
じ
て
水
路
を
分
け
玖
樋
を
各

別
に
す
る
桑
原
輪
中
一
ニ
ッ
分
御
普
請
は
明
和
五
年
(
一
七
六
八
)
着
手
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
長
良
川
の
水
位
上
昇
に
と
も
な
う
排
水
低
下
に
よ
る
内
水
氾
濫
の
例
は
ま
た
森
部
輪
中
に
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち

洗
堰
以
降
悪
水
落
が
悪
く
な
り
、
湛
水
災
害
が
生
ず
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
明
和
三
年
(
一
七
六
六
)
大
樽
川
よ
り
南
へ
悪
水
落
口
を
江

下
げ
す
る
工
事
を
願
出
る
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
次
い
で
天
明
元
年
(
一
七
八
一
)
、

同
二
年
・
同
三
年
と
重
ね
て
願
出
、

翌
四
年
(
一

七
八
四
)
よ
う
や
く
許
可
さ
れ
「
江
下
げ
」
が
完
成
す
る
宕
)
。



同

と

め

ま

わ
が
国
の
治
水
史
上
有
名
な
宝
暦
治
水
は
御
手
伝
普
請
と
い
う
苛
酷
な
条
件
下
に
薩
摩
藩
士
ら
が
な
し
と
げ
た
偉
業
で
あ
っ
た
。
し
か

し
治
水
と
い
う
面
か
ら
客
観
的
に
み
た
場
合
、
さ
ま
ざ
ま
な
マ
イ
ナ
ス
面
を
も
っ
不
調
和
な
も
の
で
あ
っ
た
、
人
聞
に
よ
る
自
然
改
変
が

多
様
な
形
態
で
も
っ
て
我
々
人
間
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
の
は
、

ひ
と
り
現
代
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
み
な
ら
ず
、
歴
史
的
に
も
み

ら
れ
事
例
と
し
て
宝
暦
治
水
を
と
り
上
げ
て
み
た
。

以
上
あ
げ
た
輪
中
以
外
に
も
洗
堰
以
降
、
水
災
が
多
発
し
周
辺
輪
中
と
水
論
を
め
ぐ
り
対
立
抗
争
す
る
も
の
に
五
六
輪
中
群
が
あ
る

牛
、
が
、
こ
の
輪
中
の
水
論
に
つ
い
て
は
紙
数
の
関
係
上
別
の
機
会
に
発
表
し
た
い
。

こ
の
小
論
が
調
和
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
に
若
干
で
も
資
す
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

な
お
こ
の
稿
を
か
り
て
、

い
つ
も
ご
親
切
に
史
料
の
ご
指
導
を
項
い
た
岐
阜
県
立
図
書
館
の
村
瀬
円
良
さ
ん
及
び
大
塩
市
立
図
書
館
古

文
書
整
理
室
の
中
西
忠
敬
さ
ん
に
深
甚
な
る
謝
意
を
表
し
た
い
。

輪中の災害と治水

註

(
1
)

延
享
三
年
こ
七
四
六
)
正
月
に
高
須
輪
中
内
四
十
ケ
村
の
庄
屋
が
連
署
し
て
、
次
の
如
く
三
川
分
流
を
歎
願
し
て
い
る
。

:
一
、
右
申
上
侯
通
、
只
今
迄
之
通
に
て
は
御
百
姓
相
続
も
難
仕
迷
惑
至
極
奉
存
侯
儀
御
座
侯
故
、
水
落
之
義
は
段
々
相
談
仕
相
考
申
候
処

木
曽
川
之
常
水
段
々
高
グ
成
、
伊
尾
川
之
水
是
レ
被
押
支
其
上
桑
名
川
走
埋
水
行
悉
差
支
申
侯
故
に
て
御
座
侯
へ
ば
、
木
曽
川
伊
尾
川
を
海
口

迄
分
通
し
、
海
へ
流
入
候
様
-
一
一
被
為
仰
付
被
下
置
:
:

(
2
)
森
義
一
編
(
一
九
五
一
ニ
)
「
岐
阜
県
治
水
史
」
(
下
)

(
3
)

同
(
上
)
四
六
五
頁

135 

岐
阜
県

八
九
五
頁
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(
4
)

向
(
上
)
六
四
六
頁

(
5
)

濃
州
・
勢
州
・
尾
州
三
之
手
御
普
請
所
之
内
大
樽
川
御
普
請
、
洗
堰
-
一
仕
立
候
儀
申
上
侯
書
付

一
、
大
樽
川
御
普
請
之
儀
、
〆
切
本
堤
ニ
仕
侯
欺
又
ハ
洗
堰
一
一
仕
立
候
欺
両
様
之
内
御
普
請
取
懸
り
水
行
次
第
相
決
可
奉
何
旨
去
成
八

月
十
六
日
申
上
置
侯
処
〆
切
本
堤
-
一
仕
侯
テ
ハ
長
良
川
通
村
々
水
当
強
相
成
候
-
一
付
差
障
リ
侯
村
々
多
洗
堰
-
一
仕
度
旨
村
均
一
搬
出
候
-
一
付
:
:
:

一
向
評
議
仕
候
処
〆
切
本
堤
ユ
仕
侯
テ
ハ
大
水
之
節
持
泳
も
無
党
束
其
上
長
良
川
通
村
々
一
環
へ
水
当
も
強
ク
、
堤
切
所
等
も
出
来
可
申
哉
ニ
付
洗
堰

之
方
-
一
仕
立
可
然
旨
何
レ
モ
評
欝
決
着
仕
侯
段
、
申
越
侯
-
一
付
猶
又
得
ト
相
考
候
処
大
縛
川
百
間
余
之
川
幅
ニ
御
座
侯
処
〆
切
本
堤
ニ
築
立
候

テ
ハ
大
水
之
節
持
除
之
程
難
計
御
座
侯
聞
大
水
之
節
ハ
〆
切
之
上
ヲ
水
越
候
様
一
一
洗
堰
-
一
仕
可
然
奉
存
侯
依
之
奉
伺
候
以
上
(
笠
松
郡
代
文

書
)
(
6
)
 

(
7
)
 
伊
藤
安
男
(
一
九
七
五
)
「
輪
中
の
水
論
を
め
ぐ
る
慣
行
」

(
3
)
美
濃
民
俗
九
六
号
、
七
一
三
頁

林
周
教
(
一
九
五
六
)
「
墨
俣
町
史
」
墨
俣
町
二
六
一
頁

林
周
教
ご
九
五
五
)
「
名
森
村
史
」
名
森
村
一
一
一
一
一
一
良

(
8
)

美
濃
郡
代
笠
松
陣
屋
堤
方
役
所
の
文
書
は
現
在
岐
阜
県
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
次
の
目
録
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
岐
阜
県
立
図
書
館

郷
土
資
料
目
録
第
二
集
美
濃
郡
代
笠
松
陣
屋
堤
方
役
所
文
書
こ
九
六
三
年
刊
)

(
9
)

柳
津
町
こ
九
七
一
一
)
「
柳
津
町
史
」
(
柳
津
編
)
一
一
一

O
頁

(
叩
)
伊
藤
安
男
こ
九
七
一
二
)
「
輪
中
内
に
お
け
る
新
し
い
集
落
立
地
l
遊
水
池
開
発
の
例
|
」

日
本
地
理
学
会
予
稿
集
四
二
二
五
頁

伊
藤
安
男
(
一
九
七
三
)
「
小
輪
中
の
開
発
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
周
辺
輪
中
と
の
対
立
」
人
文
地
理
二
五
の
四

伊
藤
安
男
こ
九
七
一
二
)
「
輪
中
開
発
を
め
ぐ
る
問
題
点
」
郷
土
研
究
岐
阜
二

十
六
輪
中
及
び
中
須
輪
中
の
開
発
に
と
も
な
う
周
辺
輪
中
と
の
論
争
に
み
ら
れ
る
。

柳
津
町
こ
九
七
二
)
「
柳
津
町
史
」
(
柳
津
編
)
二
一

O
頁

松
枝
輪
中
守
護
神
畑
繋
太
神
宮
由
緒
書

伊
藤
安
男
・
西
国
彦
一
(
一
九
七
四
)
「
輪
中
社
会
構
成
の
変
容
|
大
墳
輪
中
の
場
合
|
」
一
九
七
四
年
、
人
文
地
理
学
会
研
究
発
表
要
旨
一
八
頁

伊
藤
安
男
二
九
七
五
〉
「
日
本
各
地
の
低
湿
地
集
落

l
防
水
建
築
よ
り
の
ア
プ
ロ
ー
チ

l
」
日
本
地
理
学
会
予
稿
集
・
八
一
一
九
三
頁

(
日
)
(ロ)
(
臼
)

(
叫
)

(
日
)
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(
団
)

(
口
)

(
国
)

(
印
)

(
初
)

(
幻
)

(
お
)

(
お
)

伊
藤
安
男
こ
九
七
五
)
「
輪
中
開
発
を
め
ぐ
る
諸
問
題
凶
|
定
杭
約
定
を
中
心
に

l
」
岐
阜
地
理
一
四
号

森
義
一
一
編
(
一
九
五
三
)
「
岐
阜
県
治
水
史
」
(
上
)
岐
阜
県
九

O
五
頁

伊
藤
安
男
(
一
九
七
五
)
「
輪
中
の
水
論
を
め
ぐ
る
慣
行
」

ω
美
濃
民
俗
九
四
号
六
九
五
頁

中
沢
弁
次
郎
(
一
九
三
六
)
「
輪
中
集
落
地
誌
」
日
本
農
村
問
題
研
究
所
一
一
三
一
一
頁

森
義
一
一
編
(
一
九
五
一
二
)
「
岐
阜
県
治
水
史
」
(
上
)
岐
阜
県
九

O
五
頁

羽
島
市
(
一
九
六
六
)

t

「
羽
島
市
史
」
第
二
巻
羽
島
市
六
九
五
頁

羽
島
市
(
一
九
六
六
)
「
羽
島
市
史
」
第
二
巻
羽
島
市
七

O
七
頁

林
周
教
(
一
九
五
五
)
「
名
森
村
史
」
名
森
村
一
七
一
頁

一O
七
頁
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